
                               令和 7年 8月 8日 

ＮＰＯ法人そばネットジャパン会員各位 

そば打ち愛好会、同好会団体関係各位 

                       ＮＰＯ法人そばネットジャパン 

手打ちそば仲間倶楽部 

                             代 表 小笹冨貴子 

 

第４回 ＮＰＯ法人そばネットジャパンそばリスト技能検定名古屋大会 

（初段位～五段位）開催出場依頼について 

 

暦では立秋ですが、日々酷暑で身を焼くばかりです。そばネットジャパン正会員様、 

個人会員様、そば打ち愛好会、同好会各会員様におかれましては、益々御清栄のことと 

お慶び申し上げます。 

平素は格別のご支援、ご尽力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 

   そばネットジャパン正会員様、個人会員様、そば打ち愛好会、同好会各会員様関係各位の 

深いご理解とご支援、ご協力の下で「第４回そばリスト技能検定名古屋大会（初段位～五段位）」 

開催する運びとなりました。 

多くのそば打ち愛好会者様方の交流と日本の伝統食文化の“手打ちそば”で普及啓発、継承 

推進を目的とします。 

 ＮＰＯ法人そばネットジャパンそばリスト技能検定「そばリスト検定基本規程」「そばリスト

技能検定基準要項」に基づき、「第４回そばリスト技能検定名古屋大会（初段位～五段位）」 

は行政の指導下で多種多様な感染症とアレルギー防止について実行委員会で協議検討を 

重ねた結果、今回開催の検定会は無観客で行う運びになりました。 

手打ちそば仲間俱楽部ガイドラインで遂行します。 

宜しくご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

  皆様におかれましてはご多忙中のところ恐縮ですが、出場募集に関する件について、 

特段のご配慮と、ご周知をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４回そばリスト技能検定名古屋大会開催要項 

  （初段位、二段位、三段位、四段位、五段位） 

１．開催趣旨 

日本の伝統食文化である“手打ちそば“は長い間地域と風土に適したそれぞれの打ち方が受け継がれて

います。故郷を懐かしみ多様のそば打ちの向上を図り“日本の伝統食文化”を広めて行くと共に手打ち 

そば愛好者の交流と美味しいそばづくりを目指してＮＰＯ法人そばネットジャパンの「そばリスト」と 

して認定する技能検定です。 

本技能検定会は、そばを通じて地域活性化に取り組む各種団体と連携による地域振興に寄与し次世代に 

繋ぐ機会となる様に、ＮＰＯ法人そばネットジャパンそばリスト技能検定「そばリスト検定基本規程」 

「そばリスト技能検定基準要項」に基づいて実施します。 

２．大会の位置付け 

  ＮＰＯ法人そばネットジャパンが定める「そばリスト技能検定制度そばリスト検定基本規程」に基づき

「初段位、二段位、三段位、四段位、五段位検定会」を実施します。 

３．主催 

  手打ちそば仲間倶楽部 

４．後援 

  ＮＰＯ法人そばネットジャパン 

５．協力 

  そば打ち俱楽部、愛好会、同好会 

６．開催日時 

  令和 7年 11月 23日（日）   午後 14時 30分～午後 17時 00分 

      四段位、五段位 

令和 7年 11月 24日（月）祝  午前 9時 30分～午後 14時 00分 

    三段位、二段位、初段位 

７．受付時間 

  令和 7年 11月 23日（日）    午後 14時 15～ 

  令和 7年 11月 24日（月）祝   午前 9時 15分～ 

８．開催場所 

     名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール） 

9階 展望ホール  （別紙地図参照） 

〒464-0856 愛知県名古屋市千種区吹上 2丁目 6番 3号   ℡052-735-2111 

９．募集人数 

  初段位（3~5名）二段位（3~5名）三段位（3~5名）四段位（3~5名）五段位（3~5名） 

先着順と、前年度そばリスト技能検定名古屋大会で受検された方は優先的に受け付けます。 

  受検可否については、技能検定申込み受付順と受検料を実行委員会側が着金確認完了した時点で封書

にて通知いたします。14の申し込み期限及び通知の期限前に募集人数に足した場合は通知致します。 

１０．受検資格 

   受検資格については、年齢、性別、国籍、プロ、アマ等一切制限はありません。 

（１） 初段位 

上記の通り特に、制限なくどなたでも受検できます。 



（２） 二段位 

ＮＰＯ法人そばネットジャパン初段位検定合格認定者又は、一般社団法人全麵協初段位認定後

1年以上経過している者。 

（３） 三段位 

ＮＰＯ法人そばネットジャパン二段位検定合格認定者又は、一般社団法人全麵協二段位認定後 

1年以上経過している者。 

（４） 四段位 

ＮＰＯ法人そばネットジャパン三段位検定合格認定者又は、一般社団法人全麵協三段位認定後

1年以上経過している者。 

（５） 五段位 

ＮＰＯ法人そばネットジャパン四段位検定合格認定者又は、一般社団法人全麵協四段位認定後 

1年以上経過している者。 

※ 上記以外で五段位受検希望者はこの要項に記載された問い合わせ先にご連絡ください。 

１１．募集人数 

   各段位 3~5名程度 （多種多様な感染防止対応の為、少人数で行います。） 

１２．検定基準 

   「そばリスト技能検定基準要項」は令和 7年 4月 1日付で一部改正になりました。 

受検希望者はこの開催要項の別紙１、別表１、別表４及び新旧対照表と当法人ホームページを 

ご覧下さい。 

１３．受検料 

   受検料の手続き方法等 

受検料期限     令和 7年 9月 30日（火） 

    ＊初段位、二段位、三段位、四段位、五段位技能検定申込みをされた方は、受検料を 

ご参照の上、下記の振込先に振込のお手続きを頂き、初段位から五段位の受検料を 

実行委員会が着金確認完了した時点で、受検決定と致します。 

 【受検料】 

段位 受検料＋消費税（円） 備考 

そばネットジャパン会員 そばネットジャパン非会員 

初段位 5,500円 6,600円  

二段位 6,600円 7,700円  

三段位、 7,700円 8,800円  

四段位、 8,800円    8,800円  

五段位     9,900円    9,900円  

 

振 込 先       ゆうちょ銀行  

   店  名        二一八（読み ニイチハチ）   

店番  ２１８ 

  口座番号        普通  ８７１２１１１ 

名  義        小笹 冨貴子（オザサ フキコ） 

 

＊振込手数料は各自でご負担をお願い申し上げます。 

＊受検料は受検をキャンセルされても返納致しません。 



 ※受検申込者が「第 4回そばリスト技能検定名古屋大会開催要項」の「第 11号に規定する受検資格を 

有しないと判明した場合及び受検料の指定期限までに納入確認できない場合は受験予定者としての 

登録を取り消すことがあります。ご理解とご了承ください。 

１４．認定料 

     （１）各段位検定合格者には認定料の振込先を郵送にてご案内します。 

段 位 認定料＋消費税（円） 備考 

そばネットジャパン会員 そばネットジャパン非会員 

全ての段位 5,500円 6,600円  

各段位の検定に合格した方は、上記の認定料をＮＰＯ法人そばネットジャパンに 

納入することにより段位認定証が交付されます。 

※ 納入後の受検料、認定料は原則として返金出来ません。 

      

１５．申込み方法 

    別紙検定申し込みに必要事項を記入の上、下記に申し込みください。 

（１） 申込み先 〒463-0051 名古屋市守山区小幡太田 1-8 

           アーバンラフレ小幡 5-1108  小笹 冨貴子 

（２） 申込み期限及び通知  令和 7 年 8 月 25 日（月）～令和 7 年 9 月 30 日（火）迄（消印有効） 

              結果については、受付順に封書にて通知いたします。 

１６．段位認定証の交付 

     検定合格者に認定証を交付いたします。 

１７．個人情報の管理 

     受検者の個人情報は、大会のご案内、連絡、ＮＰＯ法人そばネットジャパン各段位検定合格者登録 

及びプログラムの掲載に限って使用させて頂きます。又主管代表の厳正な管理のもと保管致します。 

１８．主催者が用意するもの 

     ・そば打ち台（横１２０㎝×長さ１０６㎝×高さ７５㎝） 

     ・こね鉢（外径５４０ｍｍ×内径５００ｍｍ×１３２ｍｍ） 

     ・ふるい（４０目又は３２メッシュ、外径約２４㎝）ポリタンク、バケツ、消毒液 

     ・検定で使用する材料は主催者が用意した「新そば粉」「つなぎ粉（中力粉）」水又熱湯（両方も可） 

      「国産打ち粉」とする。これ以外は使用を認めない。 

１９．受検者が用意するもの 

     ・包丁、きり板、こま板、のし棒、掃除道具一式、踏み台（使用される方は各自持参） 

生舟（２個各自ご持参）麵体包ビニール 1枚、切りくず、使用打ち粉入れビニール袋各 1枚、 

打ち粉入れ容器（各自持参）保冷バック（保冷剤） 

２０．検定の所要時間について 

    別表１の「所要時間（分）」とする。 

２１．多種多様な感染症防止対策等 

（１） 各段位 3~5名程度（少人数制）とし、受検者間隔の距離確保をします。 

（２） 検定員は、一方通行で移動します。受検者入室と退出は異なります。 

（３） 吹上ホール（9階展望ホール）は空調換気、空気清浄器、オゾン発生器を設置します。 

（４） 受検者、スタッフ、検定員は必ずマスクか、フェイクシールドの着用し、会場到着後に検温手指

の消毒を行います。スタッフ、検定員は、消毒後使い捨て手袋着用します。 

（体温が 37，5度以上の方は受検のご辞退をお願いします。） 



（５）共用の道具は、各組修了後食品用アルコールで消毒します。 

（６）その他は、主催者側の感染防止対策に従って下さい。 

開式、閉式は行いません。 

※ 上記の要綱を公開した日現在の対策であり今後の感染上記により変更する事があります。 

２２．その他 

  ※開式、閉式は行いません。検定結果、成績通知書等は各検定者に郵送します。 

主催者からのお願い 

（１） 打ったそばは保冷バック（保冷剤入り）にて受検者でお持ち帰り下さい。 

（２） 宿泊を希望されます方は各個人にて、ご手配をお願い申し上げます。 

（３） ＦＡＸでの応募はご遠慮ください。 

（４） 無観客開催です。 

２３．そば粉について 

   （１）練習用としてのそば粉が必要な方は、受検申込書受付け後に承ります。 

     （注文を受付後、石臼挽きで新そば粉を挽きます。納期までにお時間を頂きます。） 

２４．申込み・問合せ先について 

〒463-0051  愛知県名古屋市守山区小幡太田 1－8 アーバンラフレ小幡 5－1108 

      主管代表 小笹 冨貴子  

℡ 090-2134－1272  

e-mail fuki-3298@chic.ocn.ne.jp 
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第 4回そばリスト技能検定名古屋大会申込書 

（申込書は、黒ボールペン、万年筆でご記入ください。鉛筆で記入後のコピーでの申込書は受け付けません） 

                          申込日   令和  年  月  日 

ふりがな 

 

氏 名 

 生年月日 西暦     年   月   日 

 年  齢 

性  別 

（満    歳） 

男 ・ 女 

 

住 所 

 

〒   ― 

都道府県     郡市区 

電 話  Fax  

e-mail  携 帯  

ふりがな 

 

所 属 

団体名 

  

検 定 

段 位 

検定段位と水又熱湯（両方）に〇で囲み下さい 

               

           

★初段位  水・熱湯（両方） 

★二段位  水・熱湯（両方）  

★三段位  水・熱湯（両方）  

★四段位  水・熱湯（両方）   

★五段位  水・熱湯（両方） 

★ＮＰＯ法人そばネットジャパン会員（有・無）について（下記のいずれかに〇で囲みください） 

（１）ＮＰＯ法人そばネットジャパン所属   （２）非会員 （ＮＰＯ法人そばネットジャパン所属団体でない方） 

 

認定済

の段位 

 

認定段位   無 

段位 

検定認定日    平成・令和  年  月  日 

検定認定番号 

全麵協認定日   平成・令和  年  月  日 

認定番号 

★五段位検定を受検する方は、下記のそば打ち技法に〇で囲み下さい。 

（１）戸隠そば（1本棒丸延し）     （２）上州沼田流（太棒） 

★受検に際しての自己 PR・そば打ちに関するきっかけや、想い、抱負等下記に記載下さい 

 

 

 

 

 

 

 

★特記事項 （身体について検定員に申告事項等は下記にご記入下さい。例右耳難聴） 

 

 

記載事項につきましては、個人情報保護の観点から（当法人関係）のみに使用します。 

 ※ ＮＰＯ法人そばネットジャパンの団体正会員に所属の方は、個人会員であっても（１）を、団体正会員 

所属しない個人会員は（２）を〇で囲んでください。（受検料、認定料の納入金額に関係しますので、 

所属団体長に受検する旨をお伝え下さい。） 



別紙 1

そばリスト技能検定基準要項の一部改正について
そばリスト技能検定基準要項 (以下「基準要項」という。)は令和6年 7月 1日 に一部改正をし

ます。

主な改正点は下記のとおりです。(赤字及び下線の個所で下線はモノクロ印刷用です。)

1基準要項 4検 定で使用する材料は、主催者が用意した「そば粉」、「つなぎ粉(小麦粉)」 、
「水  熱湯 ・   )」、「打ち粉」とする。これ以外の使用は認めない。

全ての段位にて適用されます。
2基準要項「5検 定の所要時間」について

初段、二段、三段、は45分 (変更なし)、

二謹窒蚤乏塑
2基準要項別表4(第 4条関係)客観性を重視した検定について

次ページを参照

3延し終わつて切りのためにたたんだ時点で寸法を計測します。
初段から五段

2枚に重ねた時点で縦・横を計測する。戸隠そばは2枚に重ねた直径を計測する。
六段

3枚に重ねた時点で縦・横を計測をする

四段、 段1ま50分 (改 前45分 )、 六段 5分 (改

※ 改正前は、三段以上について切りの2東 目に厚み測定 (五段五東目)行つたが今回の改
正では厚み測定はしない。

※ 上記の計測で全体の平均厚みを算出する。

(平均厚みの基準 )

_笙型墜塑医重ねになつた状態 (横たたみ )

右
利
き

の
方

は
右

の
切
り

口

を
そ
ろ
え
る

（左
利
き
は
逆
）

2X墜豊医重上旦なつた状態(縦たたみ)

重ねの切 り口をそろえる

のが望ましいが、ズレている場合は検定員がその
2枚又は3枚がほぼ同じ寸法で重なる

程度を按分して計測する。
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磯甥 隋
そ ば

リスト

令和7年4月 1日 そばリスト技能検定基準要項の一部改正にかかる新旧対照表

改正条項 新 1日

第 2条 の 3

検定で使用

する道具

(1)主催者が用意する道具

木鉢(54 om)、 ふるい(網 目 40又は

32メッシュで外径 24 om)、 麺打ち台

(高さ 75 cm程 度 )、 麺打ち板 (120X

100 cm程度 )、 手洗いタンク、バケツ、

生舟、麺堡査生塞」切り板、計量カッ

プ、踏み台、刷毛、粉とり(塵取り)

□の道具は持ち込み不可とする

(1)主催者が用意する道具

木鉢(54 cm)、 ふるい(網 目 40又は

32メッシュで外径 24 cm)、

切り板、計量カップ、踏み合、刷毛、粉

とり(塵取り)

□の道具は持ち込み不可とする

打ち台 (

75 cm 、麺打ち板 (120X100

いタンク、バケツ)、 手 生

第6条 受

検料と認定

料

2認 定料

検定会において、段位を認定され

た者は、次の認定料をそばネットジ

ヤパンに納入しなければならない。

会 員は一律 5,500円 (税込み )

非会員は一律 螢迎凶聖堕型望ユ

なお、合格者には認定証の交付及

び段位認定者として段位認定者名

簿に登録される。

2認定料

検定会において、段位を認定され

た者は、次の認定料をそばネットジャ

バンに納入しなければならない。

会 員は一律 5,000円

非会員は一律 6,000円

なお、合格者には認定証及び認定カ

ードの交付並びに段位認定者として

段位認定者名簿に登録される。

男Ij表 2(そ
の 1)(第
3条第 1項
関係 )

附則 5 この要項は、令和 6年 7月 1日

から施行する。

6 この要項は、令和 7年 4月 1日

から艶望二:主るェ」箇堕童菱生笠ヱΣ菫重⊇_

5 この要項は、令和 6年 7月 1日

から施行する。
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